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　今から 20 数年も前になるが，スタ
ディグループ火曜会 35 周年記念大会
を控えた症例検討会に参加させていた
だく機会を得た．
　バブル最盛期の 1980 年代後半は，
経済も社会もまさにバブルの泡のなか
で，国民の多くも成長神話に酔いしれ
ていた．歯科をとりまく環境もこの例
外ではなかった．
　しかし，この記念大会のメインテー
マは，当時としては地味とも思える
「歯根膜靭帯の臨床像」であった．地方
からのおのぼりさんにはあまりにも衝
撃的で，落ち込んで帰路に着いたこと
を今も鮮明に覚えている．
　先頃，出版された歯界展望別冊『歯
と歯列を守るための歯根膜活用術』は，
火曜会の 3 名の先生方が編者となっ
てまとめられたもので，時代は変わっ
ても，この一連の“歯根膜の生命力”
の流れは受け継がれている．
　第 1 章は，歯根膜と臨床とのかか
わりの総説であるが，より詳細にとな
れば，編者のお一人である下地　勲先
生の『歯根膜による再生治療―インプ
ラントを考える前に―』（2009 年・医
歯薬出版刊）が好書であろう．
　第 2 章は，歯内療法，歯周治療にお
ける難症例，歯の保存のための歯根膜
の活用について，である．日々の臨床
において，対象となる症例には事欠か

ない．
　そして第 3 章では，歯列を守るた
めの歯根膜の活用についてまとめられ
ている．小児の歯列の育成，少数歯欠
損，多数歯欠損に分類され，最後に歯
根膜を補う手段として最小限のインプ
ラント応用例が示されている．
　また付録の DVD「歯根膜を活かし
た治療法の術式」には当代の名人によ
る術式が収録されており，どれも臨場
感にあふれる．
　全体を通して，共著にありがちな組
み立ての無理や，X線写真や口腔内写
真のばらつきなどからくる異和感がな
いのは，さすが臨床の深さと奥行きを
知りつくした 3 名の編者に負うとこ
ろが大きい．
　基本的な手技はもとより，長期にわ
たって患者さんとかかわってはじめて
見えてくるもの，そのための臨床資料
の保存や管理，術後評価といった重い
下積みの部分も深く読みとりたい．臨
床とは結局のところ人そのもの，人間
力にほかならないことが見えてくる．
　この数年，“置換医療”の登場によっ
て従来の欠損歯列への対応はもとよ
り，“予知性”の大義名分の下，歯牙
保存の概念さえ大きく変わろうとして
いる．本書はこうした流れを脇に，止
むに止まれぬ思いで世に送られたもの
と言っても過言ではあるまい．要所に

賢者は存在する―安堵にも似たもの
を覚える感銘の一冊と言えよう．
　折しも，2011 年 3 月 11 日の東日
本大震災で地震と津波は多くのものを
奪い，そしてもろい原発がそれに輪を
かけた．立場はちがっても，人々は現
実の対応にその答えを出せないままで
いる．
　震災直後，作家・辺見庸氏は共同通
信社に震災緊急特別寄稿を寄せている
が，以下はその抜粋である．
　「津波にさらわれたのは，無数のひ
とと住み処

か

だけではないのだ．人間は
最強，征服できぬ自然なし，人智は万
能，テクノロジーの千年王国といった
信仰にも，すなわち，さしも長きにわ
たった「近代の倨

きょ

傲
ごう

」にも，大きな地
割れがはしった．」
　「すべての職業人がやるべき仕事を
誠実に追及できるのか．日常の崩壊と
どうじにつきつけられている問いと
は，そうしたモラルの根っこにかかわ
ることだろう．」
　昨今の経済や資本の論理の対極にも
位置するだけに，宗教の領域にも迫る
ものがある．医療にも，問われている
のはこの自然のいのち，倫理の根幹，
すべて本質とのかかわりではないだろ
うか．
　本書の精鋭の執筆陣も同じ想いであ
ろう．
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